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令和８年７月１６日発行 

学校目標 
[自主]個性を生かし 自ら学び続ける人間 

[敬愛]自他を尊重し 思いやりのある人間 

[克己]困難に打ち克つ 心身ともにたくましい人間 

 

 

 

 なんと今年は、45 日間という非常に長い夏休みとなります。毎年、夏休み前のこの時期は気

持ちがワクワクするものです。「どこに出かけようか」「本は何冊読めるだろう」「孫が来たら何

をして遊ぼうか」「オオクワガタの幼虫は何匹とれるか」など、計画を立てているだけで楽しみ

は尽きません。皆さんは、この 45 日間の夏休みをどう過ごすか、もう決めていますでしょうか。 

ぜひ、長期休業中にしかできないような有意義なことに挑戦してほしいと 

思います。そこで、学習面から 3 つのアドバイスをさせていただきます。 

学校の授業が止まる夏休みは、「遅れを一気に取り戻す」「受験の土台を作る」 

ための最大のチャンスです。まとまった時間が取れるからこそ、しっかり 

スケジュールを立てて学習を進めましょう。 

【最初の 2 週間】宿題を終わらせる 

最初のアドバイスは、「夏休みの宿題は最初の 2 週間で終わらせる」ことです。実家の母親に

聞かれたら「どの口が言っているんだい……」と呆れられそうですが、これが鉄則です。進め方

としては、「宿題の全ページ数÷14 日」で 1 日のノルマを計算します。「今日のノルマが終わる

までは遊びに行かない、スマホは触らない」というくらいの覚悟で臨みましょう。 

【中盤の 2 週間】弱点と苦手の克服 

次の 2 週間は、これまで後回しにしてしまった一番の弱点や苦手分野を、ドリルや問題集を

使って基礎から学び直す期間です。国語・英語の文法、漢字・英単語、数学の基礎計算や関数な

ど、基礎の復習にじっくり時間をかけてください。苦手を克服するためには、自分でテストをし

てみて、できなかった問題を何度も繰り返すのが効果的です。また、読書感想文や自由研究（趣

味の研究）などにじっくり時間をかけられるのも、夏休み中盤のこの時期です。 

【終盤の 2 週間】1 学期の総復習 

最後の 2 週間は、1 学期の定期考査で間違えた問題の解き直しと、1 学期の総復習に当てまし

ょう。授業や宿題で使ったドリルや問題集を中心に、間違えた問題を何度も繰り返しやり直せ

ば完璧です。この時期の総復習が、ゆくゆくは 2 学期の定期テスト攻略へ 

とつながっていきます。 

45 日間の長い夏休み、計画的に学習を進めて、充実した休みにしてください。 

応援しています！ 

 

校長 土屋 敏彦 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 自主学習を頑張れることは中学生にとってとても大切なことです。しかし、夏休み中、ずっ

と学習というわけにもいきません。せっかく自由な時間が多く取れる夏休みなのですから、時

には心身ともに思いっきりリフレッシュもしてほしいと思います。 
 

【リフレッシュ 1】 

日頃、忙しい保護者の方とゆっくり過ごし久しぶりにスキンシップを取り甘えてみるのもよ

いと思います。私が保護者だったら絶対にうれしいです。うちの娘はしてくれませんでした

が・・・。 
 

【リフレッシュ 2】 

 趣味に時間をかけてみるのはいかがでしょうか。今日は 1 日勉強を 

しないと誓いを立てて、ゲームやスマホに浸りきるのもよいかもしれ 

ません。できれば時間の取れる夏休みだからこそ、手軽なデジタル画面 

ではない実態のある趣味に時間をかけてほしいものです。釣り、家庭菜園、 

昆虫採集、ツーリング・・・などなど。普段できない趣味に時間をつかう 

ことをお勧めします。 
 

【リフレッシュ 3】 

 あえてスマホを投げ出し、Line、Instagram、X 等の SNS から抜け出し、友達との連絡を断

つ。友達と連絡を取らないことは皆さんにとって勇気のいることかもしれませんが、私の時代

は家に帰ってしまえば家の黒電話しかなく、特別な用事がない限り友達と連絡を取り合うこと

は一切ありませんでした。家に帰ってしまえば外界との情報のやり取りは一切なし。自分だけ

ののんびりした時間でした。夏休みの一押しです。1～2 週間試してください。 

 

 

楽しみな夏休みですが、８月はどうしても悲しさやさみしさ、少し暗いイメージをもってし

まいます。やはり日本人にとって８月は、６日の「広島原爆の日」、９日の「長崎原爆の日」、１

５日の「終戦記念日」があるからだと思います。 

８月はＴＶで「第二次世界大戦」や「原爆」、「東京大空襲」や「沖縄戦」、 

「平和祈念式典」など、日本が行った戦争を振り返る番組が放映されることが 

あります。戦後８１年、私自身も戦争を知らない世代でありますが、何か一つは 

夏に戦争関連の番組を視聴するようにしています。皆さんもぜひ視聴していただき、 

日本が戦争に巻き込まれないためにはどうすればよいのか考えるきっかけにしてほしいと思い

ます。 
 

有意義で楽しい夏休みを過ごしてください。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６月２６日（金）に行いました、部活動クラブ化説明会にお越しいただきありがとう 

ございます。当日、いくつかご意見、ご質問をいただきました。その場でお答えできた 

質問もありましたが、理事会の承認を得てからでないとお答えできないものもありま 

したので掲載します。 
 

≪ご意見≫ 

〇国、都、町田市が実施している部活動地域移行補助金を申し込み、会費を少しでも安くしてほしい。 

Ａ：この補助金は町田市も補助金を支出しないと国と都が補助金を支出しないという条件があります。

町田市では補助金の予算立てがありませんので、この補助金を受けることはできません。 
 

〇会費を取るのだからもっと指導力の高いコーチを招へいしてほしい。 

Ａ：現在のコーチは協力的な方々ばかりです。今のコーチを新しい方に替えることは考えていません。

ただし、１回３０００円のお手当で平日の指導や土日の引率、公式戦の審判、顧問会への出席まで関

わってくださるような方がいましたらご紹介いただけたらありがたいです。 
 

〇月会費４０００円のうち、１０００円の事務手数料と１６０円のカード決済手数料は高いと思います。 

Ａ：理事会、評議委員会としては妥当な金額と考えております。 
 

〇今の部活動で顧問もコーチも来てくれていて満足している。クラブ化するメリットを感じないです。 

Ａ：顧問は勤務時間外に無給で、部活動指導員は１回３０００円にも満たない謝礼で生徒の活動を支え

てくださっています。クラブ化して少しでも謝礼を増やせるようにしたいと考えます。 

 

≪ご質問≫ 

〇クラブが活動しているときの責任の所在はどこにあるのですか？ 

Ａ：学校内で活動しているのですから学校にあります。ただし、規約にもあるとおり個人の責任として

クラブに加入し活動するのですから個人にも責任があるとお考えください。 
 

〇ケガをして休部をする場合の会費の徴収はどうするのか。また、返金はしてもらえるのですか。 

Ａ：休部をする場合はなるべく早く顧問もしくは部活動指導員にお知らせください。１か月以上休部の

場合は会費を返金させていただきます。ただし初月は事務手数料、決済手数料は差し引いた額を返金

させていただきます。翌月以降は引き落としを停止します。 
 

〇3 年生が 3 月の受験後に台中スポ文クラブに参加する場合、3 月分会費は徴収するのですか。 

Ａ：受験後の３年生に限っては、顧問や部活動指導員の指示に従って後輩の指導に携わる場合が多いた

め会費は徴収しません。 
 

〇今年度、吹奏楽部 3 年生の 8 月会費について徴収するのですか。 

Ａ：今年度の吹奏楽部３年生に限って、教員の勤務時間外の活動日数が少ないこと（土日１回）から会

費は徴収しません。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


